
 

 

報告第 14号  

 

 

   平成 29年度公益財団法人北播磨地場産業開発機構事業及  

び決算の報告について  

 

 

 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第  243条の３第２項の規定によ

り、平成 29年度公益財団法人北播磨地場産業開発機構事業及び決算を

別紙のとおり報告する。  

 

 

平成 30年８月 31日  

 

 

西脇市長  片  山  象  三   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

平成29年度事業報告書及び決算報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人北播磨地場産業開発機構 

 

 



 

 

平成２９年度事業報告書 

 

（平成 29年４月１日から平成 30年３月 31日まで）  

 

 

 当財団は、設立から 25年となり地場産業にとって厳しい状況にある

今こそ、その真価が問われる時期に来ている。  

そのような中、平成 29年度の「播州織」については、長引く衣料不

況でアパレルや商社が慎重姿勢を強め、生産発注が激減したことと、

無地へのトレンドや海外における生産スペースの余剰も重なり、年間

生産数量で対前年比約 20％減と過去にない大きな減少となった。「播

州釣針」については、海外経済の不確実性という不安要素はあったも

のの、生産数量は若干の伸びを見せた。  

 地域経済の活性化には地場産業の振興が重要であり、当財団では、

兵庫県及び地域行政の支援を受け関係業界と連携し、地場産業の振興

のための効果的な事業を展開するとともに、地場産品のＰＲ、ブラン

ドの発信や販路拡大等の活性化事業に取り組んできた。  

平成 29年度の事業実施状況を次のとおり報告する。  

 

記  

 

〔公益目的事業〕  

（公１）北播磨地域の地場産業の普及振興事業及び人材育成事業  

１  新製品・新技術及びデザインの研究開発事業（定款第４条第１号）  

 ⑴  播州織ブランド新商品試作開発事業（播州織）  

「播州織」ブランドの発信と最新の先染織物播州織を市場に提

案するため、播州織業界各団体から推薦を受けた委員で構成する

新商品試作開発委員会を組織し、総合テーマである「いいね！播

州織」にふさわしい染・織・加工の技術を駆使した先染生地を試

作開発した。  

試作開発した生地は 18点で、平成 30年３月７日及び８日に東京

都渋谷区の文化ファッションインキュベーションで開催した「播

州織総合素材展 2018」の試作コーナーで展示を行った。また、ス

ワッチを作成し配布した。  

   （県の地場産品マーケット対応力強化事業の助成を受けて実施）  

 

２  地場産業製品の普及事業（定款第４条第２号）  

⑴  播州織総合素材展事業（播州織）  

-1-



 

 

   昨年に引き続き、国内の重要な市場である東京で開催し、来場

者に最新の播州織の先染製品を提案することにより、播州織の魅

力を発信し、需要喚起と産地の活性化を図った。  

そのような中で、一般社団法人日本アパレル・ファッション産

業協会の協力のもと、引き続き新規顧客開拓の取組を行い、商談

機会の向上に努めた。  

事業を進めるに当たり、産地業界（産元、染色、織布、加工）、  

兵庫県立工業技術センター繊維工業技術支援センター及び地域行

政で実行委員会を組織した。  

実行委員会を５回、出展者打合せ会を３回開催し、実施要領、

総合テーマ、会場レイアウト、展示方法、案内先等について、事

業の企画調整と準備を行った。  

出展者数は 24社及び１団体で、展示会場に 21小間を配置し、展

示会場には商談コーナーも設けた。  

展示会名   播州織総合素材展 2018 

総合テーマ  「いいね！播州織」  

   開 催 日  平成 30年３月７日（水）・８日（木）  

  場 所  文化ファッションインキュベーション 10階、 11階   

出展者数   24社、１団体  

参加者数    903人（７日  538人、８日  365人）  

 

⑵  播州織ブランド普及振興事業（播州織）  

   先染織物「播州織」のブランド及び品質の良さをＰＲするため、  

播州織ブランド普及振興事業実行委員会（県、地域行政、西脇商

工会議所、播州織業界団体で構成）を組織して、事業推進に当た

った。  

 

ア  播州織コレクション事業  

「播州織」ブランドと播州織の良さをＰＲするため２事業を

実施した。  

   (ア) 新商品・新技術開発事業  

 デザイナーと産地企業が連携し、播州織を使用した製品を

開発した。今年度も、一般社団法人日本アパレル・ファッシ

ョン産業協会所属の３人のデザイナーと播州織産元協同組合

13社及び播州織工業協同組合とのコラボレーションにより、

デザイナー１人当たり５点、合計 15点を試作開発した。  

   (イ) 販路開拓事業  

      最終製品としての「播州織」ブランドをＰＲするため、新

商品・新技術開発事業で３人のブランドデザイナーと産地と
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のコラボレーションにより試作開発した製品を、平成 30年３

月に開催したファッションショー「播州織コレクション」で

披露した。  

展 示 会 名  播州織コレクション 2018 

開 催 日  平成 30年３月７日（水）・８日（木）  

場 所  文化ファッションインキュベーション 11階  

シ ョ ー  第１部  11： 30～、第２部  14： 30～  

     （県の地場産業ブランド力強化促進事業の助成を受けて実

施）  

 

イ  ブランド発信ＰＲ事業  

播州織ブランド専用ホームページにおいて、「播州織」ブラ

ンドの普及のため、ファッションショー等のイベント内容や播

州織生産数量データ等の更新を行い、「播州織」ブランドを発

信し、ＰＲした。  

     （県の地場産業ブランド力強化促進事業の助成を受けて実施）  

 

ウ  一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会との連携  

    平成 29年６月に開催された一般社団法人日本アパレル・ファ

ッション産業協会の総会等において、ファッションショーのた

めに開発した製品・生地の展示及び播州織産地紹介ビデオを放

映し、アパレル関係者及び商社関係者に対して播州織産地のＰ

Ｒを行った。  

名   称   一般社団法人日本アパレル・ファッション産業

協会総会等  

開 催 日  平成 29年６月 30日（金）  

場   所   東京ミッドタウンホール   

    （県の北播磨県民局ふるさと創生推進事業の助成を受けて実

施）  

 

 ⑶  播州織インターンシップ支援事業（播州織）  

   国内の学校や企業等で、マーケティングノウハウやデザイン等

の専門知識を学ぶために比較的短期間の国内インターンシップ支

援事業であったが、希望する企業がなかったことから実施に至ら

なかった。  

 

 ⑷  播州織ジョブフェア開催事業（播州織）  

   播州織ジョブフェアは、昨年に引き続き「西脇ファッション都

市構想」の一環で若手デザイナー、クリエイター、学生等の人材
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を産地へ呼び込む事業として行った。  

播州織産地の概要、産地企業紹介、起業事例紹介、移住しても  

のづくりに挑戦している人材紹介等を動画、ポスター等で紹介し、  

若手デザイナーが作製した播州織テキスタイルも展示してＰＲし

た。  

   名 称  播州織ジョブフェア  

   開 催 日  平成 30年３月７日（水）・８日（木）  

   場  所  文化ファッションインキュベーション 10階  

   参 加 者 数   903人（うち、学生 81人、団体・学校関係  132人、

企画・デザイナー 57人）  

 

 ⑸  播州織相談員事業  

   播州織に関する相談員を設置し、西脇市内の播州織関連企業等

の競争力強化及び播州織の振興を図った。  

  ア  播州織の競争力強化に関すること。  

  イ  播州織ファッションショーに関すること。  

  ウ  播州織のＰＲに関すること。  

  エ  播州織の振興に関すること。  

   相談回数  合計 63回  

  

 ⑹  播州釣針地場産業展出展事業（釣針）  

   播州釣針及び地域ブランド「播州毛鉤」の普及・ＰＲのため、

各種展示会に積極的に出展し、市場関係者及び消費者の関心を高

め需要拡大の機会の創出を図った。  

   

  ア  にしわき産業フェスタ  

    開 催 日  平成 29年 11月 11日（土）・ 12日（日）  

    場 所  西脇市総合市民センター  

    参 加 者 数  約 13,000人  

    内 容  伝統工芸士による播州毛鉤の製作実演と播州釣

針及び釣針製品の展示を行った。  

      

  イ  2017伝統工芸ふれあい広場・ＴＯＫＹＯ  

    開 催 日  平成 29年 11月４日（土）～６日（月）  

    場 所  東京都千代田区丸の内  東京国際フォーラム  

    参 加 者 数  約 14,000人  

    内 容  伝統工芸士による「アクセサリー作り体験教室」  

を実施するとともに、播州釣針及び釣針製品の

展示を行い、パンフレットを配布した。  
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  ウ  ジャパンフィッシングフェスティバル 2018 

    開 催 日  平成 30年１月 19日（金）～ 21日（日）   

    場 所  横浜市西区みなとみらい  パシフィコ横浜ホー   

ル  

    参 加 者 数  41,501人（出展者  172企業・団体、  693小間）  

    内 容  伝統工芸士による播州毛鉤の製作実演を行った。  

 

 ⑺  播州釣針普及事業（釣針）  

播州釣針をＰＲし、消費者ニーズを把握するとともに、釣り人

口を拡大して播州釣針の販売促進を図るため、釣り大会や海釣り

教室を実施した。  

また、資源保護のために稚魚の放流も行った。  

 

  ア  鮎の毛鉤釣り大会  

    開 催 日  平成 29年６月 11日（日）  

    場 所  神奈川県  相模川  

    参 加 者 数  52人  

 

  イ  稚魚の放流事業  

    開 催 日  平成 29年６月７日（水）  

    場 所  武庫川河口周辺、神戸市立平磯海づり公園周辺、

二見東人工島マリーナ周辺  

    参 加 者 数  45人  

 

  ウ  ファミリー海釣り教室  

    開 催 日  平成 29年 10月 21日（土）  

    場 所  兵庫県神戸市垂水区  神戸市立平磯海づり公園  

    参 加 者 数  40人  

  

３  地場産業の経営者、技術者等の研修事業（定款第４条第４号）  

⑴  人材育成事業（播州織）  

播州織ブランドの産地生産体制の維持には産地の内部基盤を強

化する必要があることから、事業承継や技術承継のために、ブラ

ンドのＰＲ力、製品の企画力、製造技術の習得等のセミナーを開

催した。  

 

  ア  取引適正化推進のための説明会  

    内 容  繊維産業を取り巻く最新の話題について、「繊
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維産業の適正取引の推進と生産性・付加価値向

上に向けた自主行動計画」や「下請法の違反事

例」「取引ガイドライン」等の説明会を開催  

    開 催 日 時  平成 29年９月６日（水）  14： 00～  

    講 師  阿部  旭氏（繊維産業流通構造改革推進協議会

専務理事）  

    場 所  兵庫県立工業技術センター繊維工業技術支援セ

ンター  

    参 加 者 数  37人  

 

  イ  地場産業ブランド力強化促進講演会   

    内 容  播州織の未来に向けてのアクションについて講

演会を開催  

    テ ー マ  「ファッションビジネス  想像する未来」  

    開 催 日 時  平成 29年９月 13日（水）  13： 30～  

    講 師  尾原蓉子氏（ＷＥＦ代表理事）  

    場 所  西脇市茜が丘複合施設「 Miraie」  

    参 加 者 数  45人  

 

  ウ  売れる製品づくりへの企画力・デザイン力の習得  

    内 容  企画・デザイン最新情報の講演会を実施  

    テ ー マ  2018－ 2019年秋冬までの素材傾向総括  

速報 2019年春夏カラーからのヒント  

    開 催 日 時  平成 29年 11月 16日（木）  13： 30～  

    講 師  車  純子氏（元株式会社東洋紡ＦＰＩ、素材開

発プロデューサー）  

    場 所  兵庫県立工業技術センター繊維工業技術支援セ

ンター  

    参 加 者 数  47人  

 

  エ  基礎的な製造技術の習得  

    内 容  ベテラン職人による技術承継講習を実施  

    テ ー マ  独特の技術〝サッカー織〝を知る  

    開 催 日 時  平成 29年 11月 28日（火）  14： 00～  

    講 師  山口輝明氏  

    場 所  山口繊維株式会社  

    参 加 者 数  22人  

 

 オ  体験共有セミナー  
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   内   容   モノや情報があふれ、ニーズなき消費社会で、

モノづくりには新たな価値を持つ商品にする発

想の転換や新たな着目点が必要であり、その成

功・失敗のポイントを分かりやすく学べるセミ

ナーを開催  

   テ ー マ  売れる商品づくりのヒント   

   開催日時   ①平成 29年 12月１日（金）  18： 00～  

         ②平成 30年１月 23日（火）  18： 00～   

   講 師  広野郁子氏、小田哲也氏他（株式会社アイ・キ

ューブ）  

   場 所  ①西脇商工会議所、②多可町商工会  

   参 加 者 数  ① 24人、② 30人  

 

〔収益等事業〕  

その他の事業  

（他１）地場産業振興のための情報の収集提供に関する事業（定款第

４条第３号）  

１  播州織情報収集事業（播州織）  

播州織の生産状況や出荷状況などの情報を迅速に把握し、生産の

効率化を図るため、提携している一般財団法人メンケン品質検査協  

会や業界団体等の各関係機関でまとめたデータ等を定期的に収集し、  

行政機関や関係先等の産地内外に提供した。  

 

（他２）地場産業振興のための調査事業（定款第４条第５号）  

１  戦略推進事業（播州織）  

⑴  播州織ビジョン委員会（播州織を守る会）  

  数年間にわたり運営会議や各種ワーキンググループで検討され、

播州織ビジョン委員会として報告された「播州織への提言」の内

容、①ブランド管理、②播州織ブランドの外部発信力強化、③播

州織ブランド内部基盤強化等について、運営委員会を開催した。  

   開 催 日  平成 29年 10月 31日（火）  13： 30～  

   場   所   播州織産元協同組合会議室  

 

 ⑵  産地間交流事業  

   地場産業「播州織」振興のための情報収集を目的に、他産地と

の「産地間交流事業」を実施した。  

 

  ア  岡山県の綿帆布産地視察  

    開 催 日  平成 29年 11月６日（月）  
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    場 所  岡山県織物構造改善工業組合（岡山県北区蕃山

町）  

          丸進工業株式会社（岡山県倉敷市曽原）  

          株式会社タケヤリ（岡山県倉敷市曽原）  

    参 加 者 数  播州織産地  24人  

 

（他３）地場産業製品の普及に関する事業（定款第４条第２号）  

１  縫製品ＰＲ事業（播州織）  

  播州織縫製品の展示を行い、消費者へのＰＲをし、需要拡大の機

会を創出した。  

 ⑴  ＰＲ事業  

ア  北はりまビジネスフェア  

    開 催 日  平成 29年 10月 20日（金）・ 21日（土）  

    場 所  小野市総合体育館  

    参 加 者 数  約  1,800人  

    内 容  播州織コレクションで発表したデザイナーとの

コラボレーションによる試作製品や播州織を使

用した製品、播州織の小物製品等を展示すると

ともに、播州織の概要をパネルで展示し、来場

者（消費者）にＰＲした。  

 

イ  にしわき産業フェスタ  

    開 催 日  平成 29年 11月 11日（土）・ 12日（日）  

    場 所  西脇市総合市民センター  

    参 加 者 数  約 13,000人  

  内 容  播州織を使用した製品を展示するとともに、播  

州織の概要をパネルで展示し、来場者（消費者）  

にＰＲした。  
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（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　現金 137,952 76,538 61,414

　　　普通預金（三井住友） 3,196,267 5,060,424 △ 1,864,157

　　　普通預金（商工中金） 205,438 260,103 △ 54,665

　　　普通預金（大和ネクスト） 4,021 15 4,006

　　　定期預金（大和ネクスト） 0 5,000,000 △ 5,000,000

　　　定期預金（みのり農業協同組合） 25,000,000 20,000,000 5,000,000

　　　未収金 6,229,814 6,977,909 △ 748,095

　　流動資産合計 34,773,492 37,374,989 △ 2,601,497

　２．固定資産

　 ⑴ 基本財産

　　　定期預金（大和ネクスト） 0 5,000,000 △ 5,000,000

　　　投資有価証券 205,000,000 200,000,000 5,000,000

　　　基本財産合計 205,000,000 205,000,000 0

   ⑵ 出資金

　　　出資金 1,200 1,200 0

　　　出資金合計 1,200 1,200 0

　　固定資産合計 205,001,200 205,001,200 0

　　資産合計 239,774,692 242,376,189 △ 2,601,497

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　短期借入金 3,000,000 5,500,000 △ 2,500,000

　　　未払金 0 0 0

　　　預り金 5,835,000 5,945,000 △ 110,000

　　流動負債合計 8,835,000 11,445,000 △ 2,610,000

　　負債合計 8,835,000 11,445,000 △ 2,610,000

Ⅲ　正味財産の部

　１．一般正味財産 230,939,692 230,931,189 8,503

　（うち基本財産への充当額） 0 0 0

　　　正味財産合計 230,939,692 230,931,189 8,503

　　　負債及び正味財産合計 239,774,692 242,376,189 △ 2,601,497

平 成 ２９ 年 度 収 支 決 算 書

貸　借　対　照　表
（平成30年３月31日現在）
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

　⑴　経常収益

基本財産運用益 423,405 434,343 △ 10,938

　基本財産利息収入 423,405 434,343 △ 10,938

受取補助金等 18,742,000 33,329,056 △ 14,587,056

  ブランド力強化促進事業補助金 5,050,000 5,500,000 △ 450,000

　マーケット対応力強化事業補助金 1,000,000 1,300,000 △ 300,000

　地場産業元気づくりイベント支援事業補助金 0 383,000 △ 383,000

　地場産業活性化支援事業補助金 152,000 0 152,000

　団体補助金 160,000 160,000 0

　地方公共団体補助金 12,380,000 25,986,056 △ 13,606,056

　受託収入 0 0 0

受取負担金 12,940,000 10,700,000 2,240,000

　分担金収入 12,940,000 10,700,000 2,240,000

受取寄付金 0 0 0

　寄付金収入 0 0 0

雑収益 44,752 75,344 △ 30,592

　受取利息 41,618 75,344 △ 33,726

　雑収入 3,134 0 3,134

32,150,157 44,538,743 △ 12,388,586

　⑵　経常費用

事業費 21,411,958 34,285,819 △ 12,873,861

　報償費 1,000,000 0 1,000,000

　旅費 2,045,670 3,361,820 △ 1,316,150

　会議費 20,321 31,493 △ 11,172

　通信運搬費 705,988 778,863 △ 72,875

　印刷製本費 653,348 723,762 △ 70,414

　消耗品費 319,984 827,861 △ 507,877

  研究開発事業費 0 1,470 △ 1,470

　賃借料 1,258,274 3,190,003 △ 1,931,729

　会場整備費 4,205,412 10,583,610 △ 6,378,198

　広告宣伝費 930,740 1,455,778 △ 525,038

　外注加工費 25,920 1,279,920 △ 1,254,000

　役務費 259,200 259,200 0

　原材料費 360,600 387,418 △ 26,818

　負担金支出 32,060 48,500 △ 16,440

　雑費 211,464 7,776 203,688

　支払手数料 6,480 11,016 △ 4,536

　繰入金支出 9,376,497 11,337,329 △ 1,960,832

正 味 財 産 増 減 計 算 書 
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

科　　　　　目

       経常収益計
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（単位：円）

当年度 前年度 増減科　　　　　目

管理費 10,729,696 10,220,366 509,330

　給料手当 6,894,700 6,488,400 406,300

　福利厚生費 1,229,798 1,202,452 27,346

　通勤費 120,000 120,000 0

　会議費 3,285 5,334 △ 2,049

　旅費交通費 155,260 76,580 78,680

　通信運搬費 50,772 53,812 △ 3,040

　消耗品費 189,731 293,309 △ 103,578

　印刷製本費 31,860 24,300 7,560

　賃借料 1,067,440 1,070,540 △ 3,100

　共益費 301,320 301,320 0

　諸謝金 318,816 305,856 12,960

　負担金支出 165,700 165,700 0

　支払利息 7,758 17,117 △ 9,359

　雑費 193,256 95,646 97,610

経常費用計 32,141,654 44,506,185 △ 12,364,531

当期経常増減額 8,503 32,558 △ 24,055

２．経常外増減の部

　⑴　経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　⑵　経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 8,503 32,558 △ 24,055

一般正味財産期首残高 230,931,189 230,898,631 32,558

一般正味財産期末残高 230,939,692 230,931,189 8,503

Ⅱ　指定正味財産増減の部

0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 230,939,692 230,931,189 8,503

　　一般正味財産への振替額
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）

現金  　　 手元保有高 運転資金 137,952

預金 普通預金　三井住友銀行西脇支店 運転資金 3,196,267

預金 普通預金　商工中金神戸支店 　 〃 205,438

預金 普通預金　大和ネクスト銀行 　 〃 4,021

預金 定期預金　みのり農業協同組合 　 〃 25,000,000

未収金 29年度県補助金 6,050,000

基本財産運用益 運転資金 179,814

34,773,492

（固定資産）

　基本財産 投資有価証券 利付商工債 運用益を財団運営に使用 180,000,000

投資有価証券 兵庫県市町共同公募債 〃 20,000,000

投資有価証券 社債 〃 5,000,000

　その他固定 出資金 県火災共済（協） 什器備品の火災保険加入 1,200

　資産

205,001,200

239,774,692

（流動負債）

短期借入金 商工中金神戸支店 3,000,000

預り金 5,835,000

8,835,000

8,835,000

　　　　正味財産 230,939,692

　　流動負債合計

　　　　負債合計

財  産  目  録
（平成30年３月31日現在）

貸借対照表科目

　　流動資産合計

　　固定資産合計

　　　　資産合計
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（単位：円）

事業名 科　目 予算額 決算額 備　　考

（公１） 繰入金支出 2,702,000 2,701,513 特別会計へ

合　　計 2,702,000 2,701,513

旅 費 726,000 725,060 職員・委員旅費

会 議 費 6,000 5,980 委員会賄費

通信運搬費 550,000 549,044 郵送料、輸送代

印刷製本費 388,000 387,828 案内状､出展者ﾘｽﾄ他印刷費

消 耗 品 費 36,000 35,433 事務用品費、ＰＲ用品代

賃 借 料 846,000 844,406 展示会場、会議室借料

会場整備費 3,060,000 3,059,964 会場設営費

広告宣伝費 668,000 667,440 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ製作費他

雑 費 204,000 203,688 ｹｰﾀﾘﾝｸﾞ費用

支払手数料 3,000 2,700 振込手数料

合　　計 6,487,000 6,481,543

会 議 費 8,000 7,560 打合賄費

繰入金支出 5,193,000 5,189,880 特別会計へ

合　　計 5,201,000 5,197,440

旅 費 255,000 254,600 委員旅費

通信運搬費 32,000 31,565 郵送料

印刷製本費 109,000 108,060 配布物、封筒他印刷費

消 耗 品 費 147,000 146,260 事務用品費、ＰＲ用品代

賃 借 料 111,000 110,678 展示会場借料

会場整備費 1,146,000 1,145,448 会場設営費

広告宣伝費 264,000 263,300 新聞・専門誌広告費他

支払手数料 3,000 2,052 振込手数料

合　　計 2,067,000 2,061,963

繰入金支出 337,000 336,168 特別会計へ

合　　計 337,000 336,168

報 償 費 1,000,000 1,000,000 報償費

合　　計 1,000,000 1,000,000

旅 費 580,000 579,180 委員旅費

賃 借 料 40,000 39,500 出展料

原 材 料 費 126,000 126,000 釣体験ﾆｼﾞﾏｽ代

合　　計 746,000 744,680

旅 費 351,000 350,840 委員旅費

消 耗 品 費 31,000 30,107 横断幕、ｾﾞｯｹﾝ代他

印刷製本費 158,000 157,460 案内状、ﾎﾟｽﾀｰ印刷費

賃 借 料 256,000 255,440 釣り大会ﾊﾞｽ借上料他

原 材 料 費 235,000 234,600 放流費、餌代

負担金支出 33,000 32,060 入漁料

支払手数料 2,000 1,188 振込手数料

合　　計 1,066,000 1,061,695

会 議 費 6,000 5,832 会議賄費

繰入金支出 1,149,000 1,148,936 特別会計へ

合　　計 1,155,000 1,154,768

（他１） 通信運搬費 127,000 124,999 電話回線使用料、郵送料

消 耗 品 費 108,000 107,434 専門紙、資料作成代

外 注 費 26,000 25,920 ﾄﾞﾒｲﾝ更新費

役 務 費 260,000 259,200 調査資料費

支払手数料 1,000 108 振込手数料

合　　計 522,000 517,661

人材育成事業

播州織ジョブフェ
ア開催事業地場産業製品の普及事

業

播州織ブランド普
及振興事業

　
北
播
磨
地
域
の
地
場
産
業
の
普
及
振
興
事
業
及
び
人
材
育
成
事
業

　
そ
の
他
の

地場産業振興のための
情報の収集提供に関す
る事業

地場産業の経営者、技
術者等の研修事業

播州織情報収集事
業

播州釣針普及事業

播州織相談員事業

播州釣針地場産業
展出展事業

平成２９年度事業別決算額説明

区　分

新商品・新技術及びデ
ザインの研究開発事業

播州織ブランド新商
品試作開発事業

播州織総合素材展
事業

地場産業活性化支
援事業
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事業名 科　目 予算額 決算額 備　　考区　分

（他２） 旅 費 136,000 135,990 産地間交流ﾊﾞｽ代、職員旅費

会 議 費 1,000 949 会議賄費

通信運搬費 1,000 380 郵送料

消 耗 品 費 1,000 750 事務用品費

賃 借 料 3,000 2,500 会議室借料

雑 費 8,000 7,776 視察土産物代

支払手数料 1,000 432 振込手数料

合　　計 151,000 148,777

賃 借 料 6,000 5,750 産業ﾌｪｽﾀ小間料

合　　計 6,000 5,750

合　　　　　　計 21,440,000 21,411,958

縫製品ＰＲ事業
（他３）
地場産業製品の普及に
関する事業

戦略推進事業

　
事
業

地場産業振興のための
調査事業

-14-



１　播州織ブランド新商品試作開発事業
　　（県：地場産品マーケット対応力強化事業）
収入の部 （単位：円）

決算額 備　　考

県補助金　1,000,000

自己資金　1,701,513

2,701,513

支出の部 （単位：円）

経費区分 科　目 決算額 備　　考

試織費 2,609,130 試織費

ｻﾝﾌﾟﾙ作成費 66,619 ｻﾝﾌﾟﾙ作成費

小　計 2,675,749

会議費 1,898 委員会賄費

通信運搬費 2,706 郵送料

消耗品費 9,170 事務用品費

賃借料 8,750 会議室借料

支払手数料 3,240 振込手数料

小　計 25,764

2,701,513

２　播州織ブランド普及振興事業
　　（県：地場産業ブランド力強化促進事業）
収入の部 （単位：円）

決算額 備　　考

県補助金  4,000,000

自己資金　1,189,880

5,189,880

支出の部 （単位：円）

経費区分 科　目 決算額 備　　考

旅費 職員旅費 66,120 職員・委員旅費

研究開発事業費 製品試作費 1,200,000 製品製作費

外注費 221,400 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理更新費

通信運搬費 7,751 郵送料

消耗品費 1,635 事務用品費、ｺﾋﾟｰ代

印刷製本費 81,000 播州織ｺﾚｸｼｮﾝﾁﾗｼ印刷費

賃借料 498,982 会議室、展示ｼｮｰ会場借料

広告宣伝費 118,800 ＰＲ用品製作費

ｼｮｰ関係費（企画・ﾓﾃﾞﾙ・音楽・照明等）

展示設営費

支払手数料 3,348 振込手数料

小　計 3,923,760

5,189,880

特 別 会 計 説 明

科　　　　目

合　　　　計

合　　　　計

繰入金収入 5,189,880

科　　　　目

2,701,513

研究開発事業費

庁費

合　　　　計

繰入金収入

合　　　　計

会場整備費 2,990,844

庁費
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３　地場産業活性化支援事業

　　（県：北播磨県民局ふるさと創生推進事業）
収入の部 （単位：円）

決算額 備　　考

県補助金　  152,000

自己資金　  184,168

336,168

支出の部 （単位：円）

経費区分 科　目 決算額 備　　考

旅費 職員旅費 51,460 職員旅費

会議費 6,480 会議費

通信運搬費 7,500 郵送料

支払手数料 540 振込手数料

小　計 284,708

336,168

４　人材育成事業
　　（県：地場産業ブランド力強化促進事業）
収入の部 （単位：円）

決算額 備　　考

県補助金  1,050,000

自己資金　   98,936

1,148,936

支出の部 （単位：円）

経費区分 科　目 決算額 備　　考

謝金 講師謝金 1,035,600 講師謝金

旅費 講師旅費 81,990 講師旅費

会議費 9,733 会議費

通信運搬費 3,958 郵送料

印刷製本費 14,575 講演会資料ｺﾋﾟｰ代

賃借料 2,000 講演会場借料

支払手数料 1,080 振込手数料

小　計 31,346

1,148,936合　　　　計

播州織ﾋﾞﾃﾞｵ製作費、播州織ＰＲ用
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成費等

広告宣伝費

合　　　　計

庁費

庁費

合　　　　計

336,168繰入金収入

科　　　　目

合　　　　計

270,188

繰入金収入 1,148,936

科　　　　目
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